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統合保育に対する健常児の保護者の意識
小林真1) ・中山史子2)
本研究では、統合保育を行っている保育園において、健常児の保護者を対象に意識調査を
行った。調査内容は、統合保育に対する意識、障害児・者に対して抱く印象、自分が障害児・
者とかかわることに対する意識、自分の子どもが障害児とかかわることに対する意識である。
調査結果から、多くの保護者が統合保育に対してよい印象を抱いていることがわかった。しか
し、自分の子どもが障害児とかかわる際に生じるマイナス面を懸念する保護者は、統合保育に
対して否定的な印象を抱いていた。また、発達障害に対する知識の少ない保護者ほど、統合
保育に対する懸念が強いことが示された。今後は、統合保育によって子どもがどのように成長
しているのかを保護者に伝えたり、発達障害に対する正しい知識を啓発していく必要がある。
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1.問題と目的
統合保育とは、障害のある幼児と障害のない幼児
を同じ場所で保育するものである。園山(1994)は、
統合保育を障害児保育の一つの形として定義してい
る。園山 (1994)の分類によれば、障害児保育は次
の3つに分けることができる。①障害児のみの保育
(分離保育)、②障害児と健常児の統合保育、③障
害児と障害児の交流保育である。このうち、障害児
と健常児の統合保育はさらに 3つの形態に分けるこ
とができる。第 1に「狭義の統合保育」として多
数の健常児の中で数名の障害児を保育する形態があ
る。これが一般的に幼稚園や保育所で行われている
統合保育である。第2に「逆統合保育」として、多
数の障害児と少数の健常児を保育する形態がある。
これは大学の附属養護学校幼稚部で試行的に行われ
ていたり、障害児保育の指定保育所の一部で行われ
る、日本では稀な形態である。第3に「特別保育」
として、障害児のみのクラスを圏内に設けたり、個
別指導を行うものがある。
統合保育は障害児のための保育であるという印象
を抱きがちであるが、統合保育を受けているのは健
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常児も同じであり、健常児が障害児の発達に何らか
の影響を与えているのと同様に、障害児も健常児の
発達に影響を与えているといえる。園山 (1994)は
いくつかの先行研究を展望し、次のような統合保育
の効果をあげている。まず、障害児への効果として、
健常児との社会的相互作用の増大、運動や生活習慢
の領域での発達促進、自閉症児の言語発達の促進な
どがあげられる。また健常児への効果として、障害
児への思いやりが育ち、それは後年までも続くこと
を指摘している。
このように障害児と健常児の発達に効果があると
される統合保育が、より多くの人々に受け入れられ
ることが望まれる。しかし健常児の保護者が統合保
育に対してどのような印象を抱いているのか、その
意識は何に起因しているのかを調査した研究は見あ
たらない。これまでの統合保育に関する研究では、
保育者や障害児の保護者の意識を統合保育と関連づ
けたものが大部分である。しかし先にも述べたよう
に、統合保育は健常児の成長にも影響を与えること
が指摘されている。一般的に保育所で行われている
統合保育は、在籍する幼児の大部分が健常児である。
その保護者が統合保育に対してどのような印象を抱
いているかを把握することは、今後の統合保育のあ
り方を考えるために必要である。
石井 (2000)は、統合保育が社会で受け入れられ
るためには、障害児の親からの意見だけではなく、
健常児側からの意見が必要だと述べている。石井
(2000)は健常児の親たちの意見として、保護者の
多くが統合保育を受けてよかったと述べていること
を紹介している。しかし、ごくわずかではあるが必
ずしも統合保育がよいとはいえないという意見も寄
せられている。それは、統合保育によって伸びる子
どももいれば伸びない子どももいるという意見であ
る。つまり障害の程度によっては、必ずしも統合保
育の中で十分に成長するとは限らないと考える保護
者が存在している。
そこで本研究では、保護者が統合保育に対してど
のような印象を抱いているのか、その実態そ調査す
る。また、統合保育に対する印象を規定する要因に
ついても明らかにすることを目的としている。具体
的には、保護者自身が「障害児・者」に対してどの
ような態度老有しているのか、また、一見すると障
害児であることがわかりにくい発達障害に対する知
識の有無、わが子が障害児と一緒に保育を受けるこ
とに対してどのような期待や不安を抱いているのか
を調査し、これらが統合保育の印象にどのような影
響を与えているのかを検討する。
1.方法
1 .対象者
富山市内で、統合保育を行っている保育園に子ども
(健常児)を通わせている保護者44名。いずれも 3
歳以上児の保護者である。なおこの保育園は、第一
著者が理事を務める社会福祉法人が運営している。
2.手続き
保育闘を通じて、質問紙芝E配布・回収した。調査
用紙は90部配布し、 44名から回答を得た(回収率
48.9%)。調査時期は、 2005年12月中旬~下旬で、あっ
た。
3.調査項目
以下の内容について調査を行った。
①フェイス項目:子どもとの関係、保護者の年齢、
保護者自身の障害者とのかかわりの有無、子ども
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と同じクラスに障害児がいることを知っているか
どうかについて尋ねた。
②統合保育に対する意識:障害児が周りの子どもか
ら刺激を受けて成長できる・健常児に思いやりの
心が育つなどの12項目からなる。
③発達障害(自閉症、学習障害、注意欠陥/多動性
障害)に関する知識:自閉症は他人とのコミュニ
ケーションが苦手な障害である・学習障害は知的
障害が原因である(逆転項目)などの日項目から
なる。
④障害・児者に対して抱く印象:特別視しないよう
にする・障害があってかわいそうだと思うなどの
1項目からなる。
⑤自分が障害児やその親と関わることに対する意
識:その子どもや保護者と仲良くしたい・どう関
わっていいかわからず、戸惑うなどの7項目から
なる。
⑥自分の子どもが障害児と関わることに対する意
識:子どもに思いやりの心が育ってくれると嬉し
い・障害児に叩かれたりするのではないか心配で、
あるなどの5項目からなる。
上記の②~⑤の項目は、全くそう思わない(1点)
~とてもそう思う (5点)の5件法で回答を求めた。
4.調査についての留意点
本研究では、健常児の保護者に統合保育に対する
考えや障害についての理解度を尋ねている。した
がって、保育園に在籍する障害児の保護者がこの調
査を行うことに不快感を持つ可能性がある。また、
仮に健常児の保護者が統合保育に懸念を抱いてい
たとしても、建前論として統合保育に賛成するよう
な回答をすることも危慎される。こうした問題を回
避するため、次のような手続きをとった。まず調査
主旨を理事長と園長に説明し了解を得た。そして、
もし保護者の聞に統合保育に対する誤った認識が広
まっている場合には、第一著者が責任を持って保護
者向けの啓発活動を行うこと(講演会や印刷物の配
布など)を約束した。次に、園長が統合保育を受け
ている障害児の保護者に対して今回の調査主旨を説
明し、健常児の保護者に対する調査を行ってもよい
であった。保護者自身の障害者との関わり経験の有という同意を得た。
無について尋ねたところ、障害者と関わったことが実際の調査に当たっては、調査用紙に第一著者か
あると答えた保護者は26名、関わったことがないとらの調査依頼書を添付した。依頼書の文面には、個
答えた保護者は17名、不明が l名で、あった。人を特定しないことのほかに次の2点が明記されて
子どものいるクラスに障害児がいることを知ってこの調査は第一著者が理事としている。第1点は、
いるかどうかについては、障害児が在籍しているこ保育園の運営を向上するために行うので、ありのま
とを知っている保護者は18名、知らないと答えた保まの気持を書いてほしいということである。第2点
護者は25名、不明 l名で、あった。は、仮に多くの保護者が建前としては統合保育に賛
2.調査項目の単純集計成で、あったとしても、実際に不安や懸念を抱いてい
(1)統合保育に対する意識
統合保育に対する意識についての集計結果を
Table 1に示す。以下にそれぞれの調査項目の特徴
るのであればそれを正確に把握することが必要だと
いうことである。
以上の手続きを踏んでいるので、本研究の調査結
を述べる。果には保護者の率直な意見が反映されていると考え
全体的には、保護者の多くが統合保育はよいものられる。
しかし、中だという印象をもっているようだった。
には統合保育に関して問題在感じている保護者もいm.結果
「保育者のる。 Table1に見られるように、項目 61 .回答者の属性
日が障害児ばかりに向き、他の子どもの保育がおろまず、調査の対象となった保護者の属性を知るた
「統合保育ではなく、障害にそかになる」、項目 8フェイス項目を集計した。回答者の内訳は以下め、
適切に対応できる療育施設のほうが障害児にはよの通りである。
い」、項目1 1"子ども同士のけんかや、けがなどの子どもとの続柄については、父親2名、母親39名、
トラブルが起こりやすい」などの項目では「ややそ祖母l名、不明2名で、あった。保護者の年齢は、 20
う思う」、「とてもそう思う」を選んだ保護者がそれ代7名、 30代27名、 40代5名、 60代 1名、不明4名
Table 1統合保育に対する意識
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???1 .健常児に思いやりの心が育つ
2.子どもの人間関係が広がる
3.陣容児が、周りの子どもから刺激を受けて成長できる
4.健常見が社会には様Aぎな人がいることを学ベる
5.保護者の人間関係が広がる
6.保育者の自が障害児ばかりに向き、他の子どもの保育がおろそかになる
7.子どもたちだけでなく、保育者も成長できる
8.統合保育ではなく、障害に適切に対応できる療育施設のほうが健害児にはよい
9 健常児が障害をもった人と自然に関われるようになる
10.保育者同士が協力する
11子ども同士のけんかや、けがなどのトラブルが起こりやすい
12.障害児に社会性(人と関わるカ)が育つ
項目の肉容
Table 2発達障害に関する知識
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項目の肉容
1 自閉症は他人とのコミュニケーシヨンが若手な障害である
2 自閉症には知的障害を伴わないものもある
3.自閉症の子どもは、その日の予定が突然変わっても混乱することはない(Rl
4.自閉症の原因には親の養育態度が関係している (Rl
5. LD(学智捧害1I弘知的障害が原因である(Rl
6. LDでは二次的な障害として、情緒箇での問題を伴うことがある
7. LDは、読む、書〈、計算するなどの特定の能力に障害をもっている
8. LDではAD/HD(注意欠陥/多動性障害)を伴うことがある
9. AD/HDの子どもはじっとしていることが苦手である
10. AD/HDの子どもは落ち着いて集中することが苦手である
11. AD/HDは親の獲育態度が原因であるほ)
( R) は逆転項目
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ぞれ9名、 6名、 9名ずついた。また項目 8や項目
1で「どちらともいえない」を選んだ保護者も多く、
それぞれ24名、 14名ずついた。
(2)発達障害に関する知識
自閉症、学習障害、注意欠陥/多動性障害の3つ
の発達障害の知識についての集計結果をTable2に
示した。以下にそれぞれの調査項目の特徴を述べる。
Table 2に見られるように、ほとんどの保護者が
障害についての正しい知識をもっているようだっ
た。全般的にはどの項目においても正しい知識を
もっている保護者が多いが、誤った知識をもってい
る保護者もいた。また、「どちらともいえない」を
選んだ保護者も多かった。障害について特に誤った
知識をもっているわけではないが、原因や障害の特
徴についてまでは詳しく知らない保護者も多いこと
が示された。
(3)障害児・者に対して抱く印象
保護者の持つ障害児・者に対するイメージについ
ての集計結果をTable3に示した。以下に各調査項
目の特徴を述べる。
全項目について、障害に対して明らかに悪いイ
メージをもった保護者は少なかった。項目31変わっ
た人だと思う」、項目 7IU'こわい』と思う」、項目
10 1何を考えているかわからないので関わりたくな
い」といった項目に対して、ほとんどの保護者が「全
くそう思わない」、「そう思わない」と答えていた。
しかし、「ややそう思う」、「とてもそう思う」と答
えた保護者もそれぞれ2名、 6名、 5名ずついたこ
とから、障害者をこわいと感じたり、関わりたくな
いと考えている保護者もいることがわかる。
(4)自分が障害児やその親と関わることへの意識
障害児やその親と関わることについての集計結果
をTable4に示した。ここでも、障害児やその親に
対して肯定的なイメージを抱く保護者が多かった。
特に、項目41特別視しないで接したい」、項目61大
変そうなのに頑張っていてえらい」などの項目は、
Table 3障害児・者に対して抱く印象
項目の内容 2 3 4 5 
1 .障害があるのに頑張っていてえらい 。4 12 15 1 
2.自分も頑張ろうと思う 2 4 1 16 9 
3.変わった人だと思う 24 12 4 1 
4.障害があっても自分たちと対等だと思う 2 2 14 8 16 
5.自分の言動が相手を傷付けるかもしれないので近づきたくない 1 15 1 5 。
6.闘っていたら手を貸してあげたい 。4 16 21 
7. rこわい』と思う 16 8 12 6 。
8.障害があってかわいそうだと思う 5 5 14 13 5 
9.特別視しないようにする 2 12 10 17 
10何を考えているかわからないので関わりたくない 14 15 7 5 。
11.障害のない人に接するのと同じように接したい 2 4 9 15 12 
Table 4自分が障害やその親と関わることに対する意識
項目の内容 2 3 4 5 
1 .その子どもや保護者と仲良くしたい 2 。18 15 6 
2.何か力になってあげたい 2 。18 14 7 
3.同情する 7 14 14 4 3 
4.特別視しないで接したい 。。2 21 18 
5.どう関わっていいかわからず、戸惑う 1 1 9 10 
6 大変そうなのに頑張っていてえらい 。5 7 20 10 
7.自分とlま関係ないので積t霊的に関担ろ宣とは墨色ない 15 13 14 。。
Table 5自分の子どもが障害児と関わることに対する意識
項目の肉容 2 3 4 5 
1“子どもに思いやりの心が育ってくれると婚しい 。。5 14 23 
2.障害児に叩かれたりするのではないか心田である 17 13 7 4 
3.他の友だちと関わるのと同じように、障害児に接してほしい 。 5ヘ 12 2ヰ
4.障害児の不適切な言動の影響を受けるかもしれないので、あまり関わっ
21 16 5 。。てほしくない
5.子どもの成長に良い影響があると思う 。 12 14 15 
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障害児・者に対して抱く印象に比べると「とてもそ
う思う」、「ややそう思う」といった肯定的な回答を
する傾向があった。
これは、保護者が同じ子どもを育てるという立場
であるため、障害児をより身近に感じるからだと思
われる。育児の大変さをわかっている分だけ、障害
児やその保護者の姿を肯定的に感じるのではないだ
ろうか。項目 1Iその子どもや保護者と仲良くした
い」、項目 2I何か力になってあげたい」といった
項目は「どちらでもない」と答えた保護者がそれぞ
れ18名ずついた。これらの項目は、障害児やその親
との関わりに関して具体的な行動を尋ねる項目であ
る。また項目 5Iどう関わっていいかわからず、戸
惑う」に対しては約 1/4の保護者が「ややそう思
う」、「とてもそう思う」と答えていた。これら 3つ
の項目の回答から、健常児の保護者は、障害児やそ
の保護者に対して肯定的な態度を有してはいるが、
実際に関わることには戸惑いを感じている様子がわ
かる。
(5)自分の子どもが障害児と関わることへの意識
自分の子どもが障害児と関わることについての集
計結果をTable5に示す。ここでは、回答の傾向に
はっきりした項目が目立つた。項目 1I子どもに思
いやりの心が育ってくれると嬉しい」、項目 3I他
の友だちと関わるのと同じように、障害児に接して
ほしい」といった項目は「どちらでもない」と答え
た保護者がそれぞれ5名ずつしかおらず、大部分の
保護者が「ややそう思う」、「とてもそう思う」と答
えている。これらの回答結果から、保護者は統合保
育を通じてわが子に成長してほしいと考えているこ
とがわかる。
また、項目 2I障害児に叩かれたりするのではな
いか心配である」に対しては「ややそう思う」、「と
てもそう思う」と答えた保護者も 5名いた。統合保
育で子どもに成長してほしいと望む反面、子ども同
士のトラブ、ルを心配する保護者もいるのが実状であ
る。
3.統合保育に対する意識の規定要因
保護者が統合保育に対して抱くイメージの規定要
因を探るため、次の手続きで、分析を行った。まず、
各尺度の持つ情報を締約するために、発達障害の知
識をのぞく 4つの尺度については主成分分析を行
い、主成分得点在求めた。分析では固有値 1を抽出
基準とし、 varimax回転を行った。
主成分分析を実施した理由は次の2点である。ま
ず、健常児の保護者を対象として統合保育について
尋ねた調査はこれまで見あたらず、どのような潜在
因子が存在するのかが不明であったことである。次
に、本研究の対象者が44名と少ないため、仮に潜在
因子が存在した場合でも、回答者数によって因子構
造が変動することが想定される。そこで、あくまで
も本研究で得られたデータのみに基づいて保護者の
意識とその規定要因を探るため、潜在因子の存在を
仮定しない主成分分析を用いた。
ただし、発達障害に関する知識は、主成分得点で
はなく、どの程度正しい知識を持っているかを表す
尺度得点在構成した。誤った知識を表現している項
目の得点在逆転した上で、項目の合計得点を求めた。
次に、統合保育に対する意識の主成分得点在目的
変数とし、発達障害に関する知識の尺度得点と、障
害児・者についてのイメージ、障害児やその親と関
わることへの意識、自分の子どもが障害児と関わる
ことへの意識の主成分得点在説明変数とする重回帰
分析を行った。なるべく多くの説明変数を残すため、
変数減少法による重回帰分析を実施した。
( 1 )各尺度の主成分分析の結果
統合保育に対する意識の主成分分析結果をTable
6に示す。 Table6に見られるように、 4つの主成
分が抽出された。第 1主成分は、保護者の成長、障
害児の成長、保育者の成長老表す項目が負荷したた
め、「統合保育の全般的な効果」と命名した。第2
主成分は、健常児の成長を表す2項目が負荷したの
で、「健常児の成長」と命名した。第3主成分は障
害児の発達と健常児の発達を表す項目が負荷したた
め、「双方の子どもの成長」と命名した。第4主成
分は、健常児の保育がおろそかになったりケンカが
起こりやすくなるといった統合保育を懸念する項目
が負荷したので、「統合保育への懸念」と命名した。
?
?
?
次に、障害児・者に対する意識、障害児やその親
に関わることへの意識、自分の子どもが障害児と関
わることへの意識をまとめて主成分分析した。その
結果をTable7に示す。 Table7に見られるように、
4つの主成分が抽出された。第1主成分は、障害児・
者の気持や行動がわからないために恐い・関わりた
くないと感じる項目が負荷したので、「障害児・者
への否定的感J情」と命名した。第2主成分は、障害
があるのに頑張っている・自分も頑張ろうと思うと
いう 2項目が負荷したので、「障害の克服への共感」
と命名した。第3主成分は、自分の子どもに悪い影
響が及ぶことを懸念する項目が中心で、あったので、
「子どもへの悪影響の懸念」と命名した。第4主成
分は、同情するという項目が正に、障害があっても
対等だと思うという項目が負に負荷したので「障害
への同情」と命名した。
(2)重回帰分析の結果
統合保育に対する意識の4つの主成分のそれぞれ
を目的変数とする重回帰分析を行った。
「統合保育の全般的な効果」を目的変数とする重
回帰分析では、 R=.574、R2=.329で、 3つの説明変
数が有意となった。標準編回帰係数と有意性検定の
結果をTable8に示す。 Table8に見られるように、
障害児・者に対する否定的感』情や同J情心を抱いてお
り、統合保育が子どもに及ぼす悪影響を懸念してい
る保護者ほど、統合保育の全般的な効果を認めない
傾向にあることが明らかになった。
「健常児の成長」を目的変数とする重回帰分析で
は、 R=.515、R2=.265で2つの説明変数が有意となっ
た。重回帰分析の結果をTable9に示す。 Table9に
見られるように、 障害児が自分の障害を克服しよ
うとする姿を肯定的に見ている保護者は、統合保育
Table 6統合保育に対する意識の主成分分析結果
PC I PC2 PC3 PC4 共通性
第1主成分ー統合保育の全般的な効果
5 保護者の人間関係が広がる 7ー74 .331 -.024 -.175 .740 
12.障害児に社会性(人と関わる力)が育つ .732 .194 .301 227 716 
7 子どもたちだけでなく、保育者も成長できる .680 .031 073 -.118 483 
第2主成分健常児の成長
4.健常見が社会には様々な人がいることを学べる 251 868 021 065 821 
9健常児が障害をもった人と自然に関われるようになる 099 839 254 -.085 786 
第3主成分 双方の子どもの成長
3.障害児が、周りの子どもから刺激を受けて成長できる 213 .170 858 .184 844 
1健常児に思いやりの心が育つ 。025 089 852 -.334 .846 
第4主成分 統合保育への懸念
6.保育者の目が障害児ばかりに向き、他の子どもの保育がおろそかになる 099 ー.149 -.077 864 .784 
1 子ども同士のけんかや、けがなどのトラブルが起こりやすい 432 207 009 772 .826 
固有1直 1.913 1.708 1.630 1.595 
寄与率(累積寄与率) 21.26 18.98 18.11 17.73 (76.08) 
PC : Pr i nci paI Component (主成分)の略
Table 7障害児・者への態度の主成分分析結果
PCl PC2 PC3 PC4 共通性
第 1主成分:障害児・者への否定的感情
印象10何を考えているかわからないので関わりたくない 863 .305 214 087 .839 
子ども 2.障害児に叩かれたりするのではないか心配である .831 -.053 .095 -.249 7ー64
印象7. rこわい」と思う .717 .022 .206 226 .609 
印象5 自分の言動が相手を傷付けるかもしれないので近づきたくない .633 -.345 .285 305 694 
第 2主成分.障害の克服への共感
印象2.自分も頑張ろうと思う て 117 894 -.036 087 822 
印象 1.障害があるのに頑張っていてえらい -.149 893 .078 -.065 830 
第3主成分.子どもへの悪影響の懸念
子ども 4.障害児の不適切な言動の影響を受けるかもしれないので、あまり関わってほしくない 257 .022 .832 188 7ー94
子ども 5.子どもの成長に良い影響があると思う。 -.079 354 -.803 177 808 
自分5 どう関わっていいかわからず、戸惑う 423 122 .639 223 651 
第4主成分・障害への同情
自分 3.同情する 050 306 .013 802 .739 
印象4.障害があっても自分たちと対等だと思う ー.084 321 170 ー774 7ー38
固有値 2.595 2.149 1.960 1.584 
寄与率(累積寄与率) 23.60 19.53 17.82 14.40 (75.34) 
PC : Pr i nci paI Component (主成分)の略
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が健常児の成長をもたらすと考えている。また、統
合保育が子どもに及ぼす悪影響を懸念する保護者ほ
ど、健常児の成長に対する期待を抱いていないこと
が明らかになった。
「双方の子どもの成長」を目的変数とする重回帰
分析では、 R=.655、R2=.429で、 2つの説明変数が
有意となった。重回帰分析の結果をTablelOに示す。
TablelOに見られるように、発達障害について正し
い知識を持っている保護者ほど、双方の子どもが成
長するという点に期待をしていないことが示され
た。また、統合保育が子どもに及ぼす悪影響を懸念
する保護者ほど、双方の子どもの成長に対する期待
を抱いていないことも明らかになった。
「高充合保育への懸念」を目的変数とする重回帰分
析では、 R=.538、R2=.289で、 2つの説明変数が有
意となった。重回帰分析の結果をTablellに示す。
Tablellからわかるように、発達障害について正し
い知識を持っている保護者は、統合保育を懸念する
ことはなかった。しかし、子どもへの悪影響を懸念
する保護者は、統合保育によって通常の保育がス
Table 8 r統合保育の全般的な効果jの規定要因
説明変数 8 p 
障害児・者への否定的感情
障害への同情
子どもへの悪影響の懸念
* pく.05. 判 pく.01
ぺ448 -0.286 紳
-.361 -2.194 * 
-.348 “2.088 本
Table 9 r健常児の成長Jの規定要因
βt P 
.366 2.293 * 
ー389 -2.440 本
Table 10 r双方の子どもの成長jの規定要因
説明変数 B p 
????? ?。?????? ?? ???? ?
?
? 一.528 -3.580 本本
.ー584 -3. 960 *紳
Table 11 r統合保育への懸念jの規定要因
説明変数 S t P 
-.432 -2.713 * 
411 2.578 * 
??』
?
?
，
?
??
??
?
?
?
?
? ?? ?、
?
? ?
? ???
?????? ?? ?? ?
* pく05
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ムーズに行われなくなることを懸念していることが
明らかとなった。
N.考察
1 .調査項目の集計結果から
多くの保護者が統合保育に対してはよい印象を抱
いていた。しかし中には療育施設の方がよいと考え
ている保護者や、健常児に対する保育がおろそかに
なったりトラブルが発生するのではないかと危慎す
る保護者が若干いた。こうした保護者に対しては、
障害児が在籍していたとしても、通常の保育をきち
んと行うことで、健常な子どもたちが成長している
ことを伝えていく必要がある。
発達障害に関する知識では、どちらともいえない
という回答がかなり多く見られた。視覚障害、聴覚
障害、肢体不自由に比べると発達障害は十分に社会
的に認知されているとはいえない。したがって、何
となく聞いたことはあってもよくわからないという
のが実状であろう。また、「自閉症の原因には親の
養育態度が関係しているJI学習障害は知的障害が
原因である」などの明らかに間違った質問(逆転項
目)にも 4:ややそう思う、 5:そう思うと回答し
ている保護者が数名ずついた。したがって、保育園
や専門家が積極的に正しい情報を発信していく必要
性がある。
障害に対するイメージについては、「こわい」と
感じていたり、関わりたくないと思う保護者も若干
いた。たとえば青年~成人の知的障害者や自閉症者
の中には、突然大声を出したり場面にそぐわないよ
うな発語を繰り返す人もいる。障害の本質的な部分
を知らずにこのような人々を見かけた場合には、不
安や恐怖心を抱いたり、避けたいと感じる人が存在
することもいなめない。こうした感情は正しい知識
の不足に起因していると思われる。したがって、保
育園だけでなく、専門家が正しい情報を発信してい
く必要があろう。
自分の子どもが障害児と関わることについては、
多くの保護者が肯定的にとらえていた。しかし障害
児に叩かれたりするのではないかと危慎している保
護者も若干いた。こうした危倶に対しては、まず保
育者が保育環境を整備し、障害児に対する正しいか
かわり方を習得することで、障害児が問題行動を起
こさないように保育すべきである。そして、統合保
育に不安在抱いている保護者に、障害児がいるため
にトラブ、ルが発生しているのではないことを伝えて
いく必要がある。
2.重回帰分析の結果から
4つの重回帰分析の全てで有意な影響力を示した
のが、子どもへの悪影響の懸念という主成分であっ
た。つまり、「障害児と一緒にいることでわが子に
何か悪い影響があるかも知れない」という不安を抱
いている保護者は、統合保育に対して否定的な態度
を示していることがわかった。同様に、障害児・者
への否定的感情や同情心を抱いている保護者も、統
合保育に対しては否定的な態度を示していることが
示された。
これとは対照的に、発達障害について正しい知識
を持っている保護者ほど、統合保育への懸念を抱い
ていないことが明らかになった。ただし、発達障害
についての知識が高いほど、双方の子どもが成長す
るという考えが抑制されることもわかった。本研究
では、発達障害についての正しい理解が統合保育を
否定的にとらえないことに影響しているが、統合保
育によって子どもが成長するという肯定的な意識を
高めないことも示された。
これらの結果を総合すると、障害児・者に対する
正しい認識の欠如と、統合保育の利点についての理
解不足という問題が明らかになってきた。発達障害
に対する正しい知識が欠けており、障害児・者に対
して否定的な態度を持っている保護者は、統合保育
そのものを否定的に受け止めてしまう。そこで、発
達障害に対する啓発活動と、統合保育の中で子ども
がどのように育っていくのかを保護者に伝えていく
活動の2つの側面が大切であることがわかる。
今回の調査では、回答者のうち25名 (56.8%)が
自分の子どものクラスに障害児が在籍していること
を知らないと答えていた。もちろん保護者の中には、
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自分の子どもに障害があることを伏せて保育園に子
どもを通わせているケースも少なくない。しかし一
般の保護者が発達障害について正しい知識を持つよ
うになれば、クラスの子どもの中に実際には障害児
が在籍していることに気づくであろう。そして、仮
に障害児が何らかの問題行動を起こしたとしても、
それが障害の特性と環境のギャップによって発生し
たものであり、環境構成や保育者のかかわりを改善
することで問題が解決できることを理解するように
なるだろう。その意味では、発達障害についての正
しい知識や、発達障害児との適切なかかわり方につ
いての啓発活動は大切である。
また、たとえ統合保育に不安を抱いていた保護者
でも、保育の工夫によって問題が解消できることを
知れば、不安を抱かずにすむはずである。したがっ
て、保育者が統合保育の中でどのような工夫をして
いるのか、その成果として子どもにどのようなよい
影響が見られたのかをこれからは積極的に発信して
いく必要がある。
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